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作業測定にbけるVTR分析の応用

第 2報

工藤市兵衛 鈴 木達 夫

The Application oi VTR Analysis in Work Measurement. 

Part 2 

Ichibei KUDO. Tatsuo SUZUKI. 

This paper describes in the operation analysis of line fiow production by belt conveyer 
at an electric switchs company. 

This article il1ustrates the introducing process and after effect of application of VTR 
analysis in work measurement and its relationship problems of monotonous labour. 

1.緒言

近年における科学・技術の驚異的な発達ほ人類社会を

大きく変貌させた.

このことは情報化社会と言われる今日においては企業

環境の生存競争と内外の競争が一層激化することは言う

に及ばず，閣内においても量的・質的にふますます複

雑化し，我が国の大企業・中小企業の両極的・分解的えよ

側面が今日，なお，変遷的な過程を辿る起因ともなって

し、る.

しかし，とかく精神的根拠を重んじることの多い日本

企業が，いちはやく，過去の歴史的過程の微温湯から脱

却し，近代感覚の経営を導入し，いまや世界の自由主義

国第2位までに経済が発展したことは大いに意義がある

と言える.その反面，ますます経営の合理化，能率化の

増進を急務とする企業にとって，多くのヒズミが生じ，

多くの問題が露出し，その課題を解決するべしあらゆ

る努力がされている.

その 1つに急激な技術革新の進歩による単純繰返し作

業，ならびに緊張を伴う持続的作業の単調感・疲労感の

増加の問題である.

現代社会には思慮もなく，濃厚さもなしこの利那主

義的な社会の中で過ごさなければならぬ日々の生活の状

況の中で最近，人間性の復権の問題が脚光を浴びつつあ

るが，企業の中にてのこの単調労働の問題は早急に何ん

らかの対策を考える必要に迫られている乙とは事実であ

る.

したがって，この観点から，単調労働の問題を論究す
。)

る意味において，本研究にては，第 1報にて報告したと

ころの作業測定における VTRの応用についての研究の

継続として流れ作業時の女子従業員の作業活動分析か

ら，一日の就業時聞から，起る単調感の問題の背景を月

曜日から土曜日までの一週間，連続測定し，作業者意識

と行動心理吾 VTRから考察をこころみたので第2報

として報告するものである.

表1 測定装置

使用機器 式 |数量|

-ビデオコーダ← PV-12OU 1 I 

-ビデオモニター PVM-39 2 

-ビデオカメラ PVC-I01 2 

-教育用ビデオカメラ 1 

-カメラコントローJレ 2 

-ズームレンズ TV-16S 2 

-ビューフ 7インダー PVM-I05A 2 

-ズームレンズ用リモ司トコ 2 
ントロールボックス

. 'J.モートコントロ←Jレボブ PVR-120 1 
クス

-マイクロホン 1 I 

-カメラスイチャー CMS-80P 1 

-ビデオ・サンプリングタイ UST-301 1 
マー

-ディジタ Jレタイマ[ 1 

-テやイジタ Jレカウンター 1 

-ピデオテープ V-21-90 7 

2. VTR分析設定手順

本調査工場の工程は電気スイッチの組立工程で女子従

業員によるベルトコンベアの流れ作業であるが. VTR 
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サ析の設定子!医iの第 1段階として，第 1報にての予備調

査の段階lこでの設定手順と多少の変更をし，本調査lこで

は，次のように定めた.

a. J予備調査と同じ録画配置(図 11とした.

図 1 カメラ配置

①事務所 ② 1階WC 2階吏衣室 (rDCIl

①試験室

b. 予備調査の段階として一日の就業時聞を 2日間継

続して作業活動状況を録画し， その分析結果か

ら，本研究は月曜日から上曜円までの作業活動を

連続して記録した.

c. 予備調査と同じく. VTR による等間隔ワ←ク・
ぢ次

サンプ 1)グ子j去を応用した

d. 写真 2fこ示すように VideoSampling Timer 
※号、

"a'特別注文試作した.

この VideoSampling Timerをビデオ本体と

接続することにより，自動的に録画し， 8時間継

続の作業活動状況の月生録画から，流れ作業時に

起きる]滑りできなし、先生現象の観察が可能なわけ

一ー 」ト

に乙J').

写真 1 VIDEO SAMPLING TIMER 

e. 写真2，Cザ真 3) (こ示すように録画後の再生録画

が何時の時間の曲|函であるか，わかりやすくする

ために数字で示すDigitalTimerを写し込む

こと lこした.

この手法は90分の TAPEtこて， 5分間ごとに

1回1分間 Samplingすると 1本の Tapeか

ら 90Sample会得ることができ 1日の就業時

間が連続して録画できる.現在新製品として最

写真2 時間表示をディジタルタイマーの応用

で数字の時間を写し込む.

，'/'H、吋ゾ
./~: ~~，.以

写真 3 DIGIT AL COUNTER 

高 1本の Tap己から唱 68時間連続録画できる

VTRができ. fl業測定に於ける VTRの活用

分野が益々， ι;がることを意味している.

※※ Video Sampling Timerは左のま十が最高12分

まで任主主の時間の録画時間が可能であり，右の

針は長高30分まで任意の Intervalが可能であ

る.又， VTRは録画に入る前lこStandbyの

立上がりを解決し伝ければなら芯いので. 7秒

間 Standlbyのランプがともった後 Record

ランプがつくように考慮しである， この Video

Sampling Timerが自動的に定められた任意

の時間録画するしくみである.

※な・ぷ テレビジョンの映像(言号は 1秒60コマの標準ス

ピードを持っており， このことは写真 41こ示す

DIGIT AL COUNTER を 1secj60速さで

VTR に同期させることにより，マイクロモー

ンヨ J 手法が可能となり， X，テレビモニター

を技術改良することによりメモ・モーション手

法も機構上可能である e たとえば90分の再生録

l同居 4分間ぐらいで再生することができる. こ
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の DIGITAL COUNTERは lMINjl00時

間表示も可能である.

3.単調労働の諸条件

技術革新下の現代工業社会においては，今後ますます

人間本来の姿勢を取り戻すことは，非常に努力のいるこ

とであると言わねばならないと思う.

なぜなら，戎が国も今後情報化時代へ|匂うにつれ，企

業環境はますます複雑化し，企業管理手法も合理化，能

率化への道を急務とするからである. このことは人間の

能力の有無が自己の将来を今後決定づけることは確かで

ある.

したがって，人間の労働においても知識分働と単調労

働の二つに大きく，別れて来ることと思われる.それだ

けに労働力不足から来る機械設備の単純化，省力化が進

めば進むほど人間の単調労働の問題は格差が縮むことな

く拡大し，いまや単調労働対策は底深き問題となるであ

ろう.

それだけに今日の生活認識が現在の瞬間の感情・生活

を思うままに満足させようとする生き方が支配的傾向に

あることが正しいとするならば，企業が作業者全員に企

業の仕事や企業の環境を常に改善しようとする気持，い

わゆる企業側の目標とする創造的態度を持たせようと企

業門教育に力を入れでも大変困難な問題と言わねばなら

ないであろう，それだけに単調労働者に対して，今後の

企業のあり方が重~な問題であり，単謝労働の問題点を

早急に探究し，解決策を導くことが重要である.

こうした観点から，感情的動物である人間の作業の実

体を究明することは非常に困難であるが単調労働とはど
恋

人伝ものであるか.その問題を VTR分析手法の応用lこ

結びつけできないのか考慮した結果，ベルトコンベアに

よる流れ作業に於ける作業活動分析から，単調感の問題

を着手したのが本研究の出発点となっている.

DATAの取り方としては，作業の1'1'1断，作業場から

の離胤作業者同志の談話の 3点lこ重点を絞り，去 2(こ
※※ 

示すような動作分類し記号化した.
京※※

このときの分析 DATAが表 3である.

表 3の分析 DATAを月曜日~土曜日までの 6日間の

集計 DATAが表 4である.

Y.表5は作業の中断・離席・談話について，月曜日

~土曜日までの動作の発生現象を一日の就業時聞を 8つ

の時間帯分布l己分けて集計した DATAである.

※ 労働省の単調労働専門家会議で行なった「単調

労働力に関する調査」が昭和42年7月から実施

され，単調労働に対する今後の施策l乙資するよ

うそω実態を把握するための単調労働の構造面

および意識面に関する調査を行芯っている.会

社実務44年 9月号， P35，参照.

/ぷ'x.~ I'r工業測定(C於ける VTR分析の応用の第 1報に

ての動作分類を多少整理変更している.

・."主ぶ この分析 DATAは車IJ8・05の始業時から，午

後の 4時45分の終業H与の 日の就業時間を月曜

日~土曜日の 6日間連続測定した分析 DATA

の第 1回目，月曜日の測定分析 DATAの一部

分である.

表 2 動作の分類と記号

間リ|動 作|記号

作|イ|作業遅れにて流れ待ちの中断
業卜-1

Al i 

の|ロ|作業者の小休止，身仕度等による中断 1A2 

富ri-F百覇市工具等の調整によ布よ

|ィ: トイレ，水のみ等の生理的理由による IB， I 
離 111離席 1 ~'I 

l ロ i材料・部品工具等の入手による離席 1 B2 

ロ|コンベア近辺の掃除等の離席 1 Bs 

席「可白山ムスッキリしい桝一 一雨

戸1ィ|作業しながらの印 刷
|ロ|作業巾断してのある程度長い談話 C ，

1 

1ハ!作業担当者及び予備作業員との談話 Cバ
刊行やコンペ内野との戸 ~i 
lU宣ーによる予備作業員との交代 I~I

そ|工 fllo打里子O):Tfl}，;h--/l};t YF主 D2 

|ハ 病気その他身体の障害 |Dsl 

|ニ:コンベア停止 ID引

の|二 lif柔開始時における段取あるしミは作業 iI-!
I_:_I_塑E一 一一 ー一一ーに_'_!
!へ|作業開始遅れ 同J

i他!ト|早じまい |Dマ(

7- ι 一一色lこもり山

4. VTR分析から見た単調労働の問題点

単調労働から起る単調!惑，倦怠感等から解放する有効

な解決策がない浬由として，作業者の人間性が考慮され

ないからである. すなわち，作業環境， 労働条件，疲

労，感情，生産意欲，心浬面，その日の作業者の体の調

子具合，人間関係等の複雑な環境が作業者の周囲を取り

巻いてし、ると言える.

この問題点を認識し 1つ1つ解決しないかさり，単

調感の問題は解決しないてあろう. したがって，第 1(こ

重要なことは単調労働の起りうる環境の問題背景を把握
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表 3 第 1回目 月曜日の測定分析データ

函 (t)!if戸戸?平J丙玩両而1正;τ正h|防w吋 W叩一雨両市|函戸:一::1F:7戸?戸?而再而i雨い雨:lw=S叫|防W…w州雨F刊元副l 

:1干V[煙!イ1
| 

lffff正(::「一¥1±[1仕T1引:一[「f匠山D5アr[卜「市¥1Eli「2r引と己卜rr1[¥1::一D5 D5土l日E1lLl同三乙川(t12生lLJl空件巳r日fJ工J十主[:U巳川
l L 

;J i1i: : 
----二77lTlJ7

;ij;Jrト:古lJ41J1171L
lり二，--~二，二川子ILl- 干lz
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することから始めるべきである.その観点から，表3・

4・5から総合して VTR分析から見た単調労働の問題

点を以下考察して見ることにする.

⑧ 作業者別から見た単調労働者の意識

a. 作業者別作業の中断(図 2)

図2は月~土までの各工程の作業者別の中断の発

生回数をグラフ化したものであるが図 2から言える

ことは.

1.月曜日~土曜日までのグラフから推移すると 1工

程~2 工程iこて多少上昇し 3 工程にて下降し 4

工程5工程と急上昇し 6工程l乙て下降し， 7工

程から， 8工程にかけて，又，急上昇し， 9工程

10工程にかけて下降する傾向が見受けられる.こ

のことから，言えることは作業者の外面的影響よ

り，内面的影響が大と考えられる.すなわち，各

工程の作業者が一週間，大体同じ傾向を示すこと

は作業者の内面的な性格及び，流れ作業lζ対する

作業態度が固定化していることを意味している.

2.各工程聞の作業者別において，作業中断の発生回

数のバラツキ範囲が大きいことは各工程の作業者

の編成問題の安定対策が重要となり，作業者の生

産意欲・作業ぺースの安定化を計り，作業者の内

面的性格及び心理面をよく現場責任者がよく熟知

する必要がある.
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表 5 中断・離席・談話の月~土までの時間帯分布の集計データ

ロごZL11;J土計 Aに-J7JZJ-木:」計 1

8: 05 ~ 8: /;64 5 一日ピ7 5凶 3 3 0 5 2 41川仁314 8 4 10 1竺
~ 9: 5512 14 18 18 7 18 1 86 1 4 45  9 23  27 113 23 11 153 16 I 81 

1o : OO~ふL3411171716195 8ど 12113817111 9919156
11 : 00 ~ 11: 56 1 7 8 10 12 9 24170 113 7 6 4 63  I 39 112 7 8  7 12 171 63 

12 : 40 ~ 13 :し 13 19 10 1q竺里山一 8710 3 2 1 34 1 8 5 13 17竺竺川
13 : 45 ~ 14 : 46 111 10 10 21 16 18 1 86113 18 21 14 1415195110414 8 2o 16172 

C空=-1-~50l 8 11工 ιE1E1166 I 35111 九 14 5旦王子
1 15:55 ~ 16 : 415914  29 16 20 Iω1 7 9 53  3 5132 I 9 8 65  9 16153 

t1- 均 1~8~10 11 17 

3. 作業遅れによる流れ待ちの中断が作業中断の中の

71.5;診を締め，全体から見ても 25絡を示している

ことから判断しでも作業中断が生産量の減少モ示

すことは明らかである.特lこ5工程が中断が多い

理由はlXl3・4で示すように 1工程から 5工程に

40 

中 断 " 
回×水

20 

主t

10 

。
W叩 1w-2 w-3 ，、 4、，--5w-6 "，-7 w-8 w-9 "，-10 

一一+作業者

40 

ハリ
内ぺ

υAa--t-
聞

20 

数

10 

。
w-1 w-2 w-3 "，-4 w-5 "，-6 w-7 w-8 "，-9 w-10 

一一+作業者

図 2 月~との作業者別中断

かけて，談話の発生凶数が急ヒ昇しているグラフ

からして，作業者同志の談話が平行して作業中断

を多くしている原因と考えられる.

ユミ， 8工程の中断が多い期由は第 11こ前半5工程

までの談話・中断等lこより後半lこ流れ待ち中断が

多くなり，又，部品・材料・工具等の入手による

縦席が重なり，作業中断を多くしている原因と考

えられる.このことから，外的要因とは1)1]1ζ作業

巾断は作業者の訣!活・離!rt等の発生回数と相関関

{系にあると言える.

4.各作業者の作業中断の発生l司数は月火水のグラフ

傾向から判断すると，木金二|占の週末に向うほど発

140 
@中 !比i
。離 1話
×談 sr5" 

)( 120ト

100ト

x 

可《

/ 
× 

40 

20 

、、 -1¥¥“211'-3 w-4 "，-5 w-6 w-7 w-8 "，-9 w-10 

一---作業者

図 3 中断・離席・談話の相関
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図4 中断・離席・談話

生回数のt菌加を示す.特に 6工程・ 7工程・ 8工程

. 9工程の作業者は月火水は比較的作業中断の発

生回数が安定化しているが，木金土lζ向うほど発

生回数のバラツキが激しくなる傾向にある.これ

は明らかに週の前半に比べ，後半に向うほど単調

!議・倦怠感・飽和感が増加することを意味してい
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図 5 月~土の作業者別離席

b. 作業者別離席(図 5)

図5は月~土までの各工程の作業者

別の作業場からの離席の発生回数をグ

ラフ化したものであるが図5から言え

ることは，

1.月~土のグラフの推移は同じ傾向を

示している.しかし，月火水のグラ

フの推移は 1 工程~7 工程まで安定

した傾向を示しているが木金土のグ

ラフ推移はバラツキが大きいことを

示している.このことは作業の中断

と同じく，週末に向うほど，単調感

・倦怠感・飽和感から離席が多くな

るものと思われる.

2. 8工程と10工程に離席の回数が多い

のは材料部品の入手による離席によ

る.これは作業者の動作範囲外に材

料があるため，離席率が高くなって

いるようである.

言実 阿古

「ー

「一

同「

i 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

ー→作業者

C. 作業者別談話(凶 6)

図6は月~土までの各工程の作業者別の作業者同

志の談話についてグラフイじしたもので図 6から，言

えることは，

1.月火水の作業者別談話の推移を見ると談話の回数

の個人差は別として，月火水の談話回数のパラツ
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図 6 月~土の作業者別談話
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キの格差は余りないと言える.しかし，木金土の

准移を見ると明らかに月火水の推移に比べ，木金

土の談話回数のバラツキの格差が高く伝ってい

る. このことは月火水の前半までは比較的作業lと

集中力があると判断するならば，木金土の後半は

作業lこ対する集中力が薄れて主将ることは確かであ

る.

2.又，談話の回数も前半の曜日lこ比べ後半の曜日よ

り金曜日，金曜日より士曜日と談話が多くなる.

これは後半になればなるほど，疲労感・単調感・

倦怠感・飽和感が来る仕事lこ対するー障の逃避心

理であり，作業者が談話することにより作業態度

の変容を求めているものと忠われる.

②ノ 時間帯別から見た単調労働者の意識

a 時間帯別作業の中断(凶 7) 

図7は月~土までの一日の就業時聞を 8つの時間

30 

ハりη
4
 

4
|
|
目

作業中断

情lこ別け，作業の中断についての凶数をプロットし

たグラフである.この図 7から言えることは，

1.平均のグラフの推移を見ると8:00-8 : 56まで仕

事lこ集中し，作業の中断が少ない.始業時 1時間

後の9:00-9 : 56頃から中断が増加し， 10: OO~ 

10 : 56と逐次増加する. 11: 00-11 : 56の昼の休

態時間前は中断が下降する. この理由は後少しの

時間で昼の休憩という期待感から作業の中断が減

少するものと思われる. 15: 00-15 : 50頃，中断

が下降しているのは2: 50~3 : 00の10分間，午後

の休恕時間があり，単調感・倦怠感が一時的に解

消し，ここに休憩の効果が現われている.

2. 月火は比較的，同じグラフの推移を示し水曜日が

作業の中断の中で一番安定をしている. しかし，

木金土に向うに従い，中断の回数が増加し，特lこ

土曜日が著しい.このことは月曜日は前日の体の

調子具合の影響の為か比較的作業lζ

対する集中度が高くなし水曜日頃

が仕事の集中皮が高いと思われる.

しかし木金土l乙向うに従い，バラツ

キが多くなることがわかる.

b. 時間帝別離席(図 8)tl: 10 

/Aて-4¥¥y/

ぜ 火

8 : 05 9:0010:0011:0012:4013:4515:0015:55 

8 : 56 9 : 56 10: 56 11: 56 13: 41 14: 46 15: 50 16: 41 

一一+時間帯

アオミ

Iw] 7'ミムー!LY/放 10ト

X 

8 : 05 9 : 00 10: 00 11: 00 12: 40 13: 45 15: 00 15: 55 

8 : 56 9 : 56 10: 56 11: 56 13: 41 14: 46 15: 50 16: 41 

一+時間帯
30 

土1川20 

金

欽10

8: 05 9 : 00 10: 00 11: 00 12: 40 13: 45 15: 00 15: 55 

8 : 56 9 : 56 10: 56 11: 56 13: 41 14: 46 15: 50 16: 41 
時間苛

図 7 中断の時間帯分布

月 図8は月~土までの時間帯別作業場

からの離席についてのグラフ化したも

のである.図 8から言えることは，

1.作業者が単調を態じ，作業に対し，

なげやりや飽きが培し.体に疲労!惑

を感じる時間信は始業等 1時一間後頃

から，現われ始め，午前中は10: 00 

~11 : 00すぎの間が最高となり， 12 

: 40-13 : 41頃にかなり減少する.

この理由は昼の休憩の効果iとより，

作業者が新たな，作業新鮮感を取り

戻すためと J思われる.しかし，午前

中の作業の疲労感が残り午後からの

1/[，業は13:45~14 ・ 46頃，急仁昇に

ふえ， 15: 00-15 : 50頃又下降する

のは作業の中断のグラフの推移と同

様午後の10分間の休恕が作業者の作

業新鮮度を取戻している効果と思わ

れる.但し， 15: 00-16 : 41頃の後

半の作業から，離席の回数が下降す

る特徴が見られる，この理由は単調

労働からの規制から解放される期待

感が作業者の内面的心理行動として

現われるためと恩わ~l る.
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て司月曜日の方が相対的に談話が多
25 

離 席 い，月~土曜日の全体から，推移す

ると火曜日が一番談話回数が少な

い.これは月曜日は前日の日曜日の

影響から談話が多いと考えられ，火

。 曜日が一番生産意欲が安定する日と

8: 05 9 : 00 10: .00 11: 00 12: 40 13: 45 15: 00 15: 55 見ていいと思われる

I I I I I I I 
8: 56 9 : 56 10: 56 11: 56 13: 41 14: 46 15: 50 16: 41 2. 木~土曜日に|匂うに従い，グラフの

推移の格差も激しくなり. 土曜日
一ー+時間帯

は， 8 ・ 00~8 : 56頃から， j二昇しは

/ムてへ
じめ，午前中は 9: 00・10: 56がピ

ークにて，昼の休憩前に多少減少し

12 : 40~13 : 41頃急ヒ界し，他の曜

数 ~I シー)(~ kー」主主 日の推移lと比べると一段と作業者向

志のおしゃべりが多いことを意味し

8: 05 9 : 00 10: 00 11: 00 12: 40 13: 45 15: 00 15: 55 ている.しかも， 13: 45~15 ・ 50 t乙
I I I I I I I 

8 : 56 9 : 56 10: 56 11: 56 13: 41 14: 46 15: 50 16: 41 かけて，下降し， 15: 55~16 : 41K 

一+ 時 間 帯 かけて，再び 1:昇している特徴が見

られる.が仙の曜日がいずれも作業

終了時iこ談話が減少しているだけに

メ、 特徴的である.この理由は明日は休

日という解放感から，おしゃべりな

数 ~tτコ~た〆 h ミミ土
金

どの作業態度変容と考えられる.

8 : 05 9 : 00 10・00 11: 00 12: 40 13: 45 15: 00 15: 55 
3. 平均の推移からして，中断・離席同

I I I I I I I 原 9: 00~10 : 56. 12: 40~14 : 46 
8: 56 9 : 56 10: 56 11: 56 13::1 14: 46 15: 50 16: 41 

一+ 時 間 帯

図 8 離席の時間iHf分布

2 離席lこ対する時間帯分布の推移の特徴は月・火の

午前中の離席率のバラツキの格差が小さいが水・

木当りから，離!市のバラツキが激しくなり，金・

二J:に又，離帯回数が減少し，安定している.

この理由は作業の中断，談話の月~土曜日までの

グラフの特徴は週末になるほど，グラフ推移のバ

ラツキが激しくなる特徴が見受けられたが離席は

週末になるほど，安定しているのは作業者の内面

に於いて， 明日は日曜日であるという期待感か

ら.離席回数が減少しその変札作業の中断・談

話によるおしゃべり仕どに作業態度が変容するた

めと思われる.

C. 時間帯別談話(図 9)

図9は月~土までの時間碍別作業者同志の談話に

ついて，グラフ化したものである.図 9から，言え

ることは，

1.月曜日の推移が比較的安定しているが火曜日に比

べると9: 00~9 : 56の談話回数の急上昇は別とし

の時間借l乙談話が多く，始業時，昼

の休憩時間前，終業時間前の時間帯

に談話が少なくなる傾向が現われて

し一、る

5. VTR分析の効果

作業者の単調感の問題を一日の就業時聞を一週間連続

測定して，流れ作業を VTR録闘し，単調労働者の作業

百意識及び行動について， VTR分析したわけであるが

本研究における VTR分析は次の効果を引き出すことが

できる.それは，
(2) 

1.作業評価の資料となり得る.

ベルトコンベア作業は 1単位作業時間が刺文化き

れ，人間の作業動作在単純化した反覆作業であり，

fl工業者は自由主と規制されているが， その反面，作業

者自身の自由意志iこより，作業速度はどのようにも

調節できるものである.それだけに作業ペースの作

業評価は大変重要なことである. VTRのテレビモ

ニターから，何度か繰返して，作業者の作業評価が

できる.

2.工程の分割，編成問題の資料となち得る

VTRの再生録画をテレビモニターで何度か観察
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る.

人
言実 言古 労務管理上の函から，昇給，賞

与，昇進等の一つの資料とすること
(3) 

が可能である.

数 10ト vグ/ ¥、 /~ メ"---=ごご 月
6 各作業者が現場担当者の指導のもと

グく

l乙適性な職場配置が考えられ，又，

。 自分の能力を知ることにより，技術

8 : 00 9 : 00 10: 00 11: 00 12: 40 13: 45 15: 00 15: 55 -能力の向上が考えられ，これが生

8: 56 9 : 56 10: 56 11: 56 13: 41 14: 46 15: 50 16: 41 産量のt菌加につながる.

一一ー時 nn '世/D 7. トップが現場作業者の意識を知るこ

25 とにより，リーダーシップを容易に

得ることができ， トップと現場のパ

回 〉マ 〉ぐ

¥ 
イプ役を VTRが省すこことができ

10 る.

童文 71く

8. 現場内の作業環境，労働条件等の外/十三。
8: 00 9 : 00 10: 00 11: 00 12: 40 13.: 45 15: 00 15: 55 

面的要因にも機能を省すことができ

る.
8 : 56 9 : 56 10: 56 11: 56 13: 41 14: 46 15: 50 16: 41 

以、ヒのような VTR分析の効果が考え一-時 払う 廿けず

られる.

6. 結 員

作業測定における VTR分析の応用例
1二

として，ベルトコンベア作業についての

数 10ト ロラ/ 、\可事~ゴ_'0"/ '&"ーム守主均 単調労働者の作業者意識について論述し

てきたが，まず企業経営者がこの単調労

8 : 00 9 : 00 10: 00 11: 00 12: 40 13: 45 15: 00 15: 55 
働の問題点と重要性をはっきり認識する

ことが大切であり.労使の納得の行く，
8: 56 9 : 56 10: 56 11: 56 13: 41 14: 46 15: 50 16: 41 

労働条件，作業環境の向上という課題のー+時 問 1庁全オfト

図 9 談話の時間帯分布

し，各作業者の性格，作業者の体の調子具合，人間

関係，態度，行動，疲労度の問題，作業の熟練度な

ど，作業者の内面的要因を調査することにより，詳

細な各作業者の調査カードを作り，班長等の現場管

理者が調査カードを見ることにより，各作業者の工

程の分割，編成問題の資料とする.

3. ピッチタイム決定のための余裕時間，付随時間，準

備時間等の基礎資料となり得る

各作業者の作業時間の経過に従い，どのような作

業行動を取るか j単調感，倦怠感，疲労感，飽和感

がどのような行動となって現われるか等の資料を作

ることにより，ピッチタイム決定の資料となる.

4.現場作業者にもモラーJレ向上の為にも生産編成計画

に進んで参加させることにより，高い職場意識を持

たせることが必要であり. VTRの録画を見せるこ

とにより，作業者にディスカシヲンさせ，生産意欲

を高めることができる.

5， VTR分析から得た資料は勤務評価の対象となり得

解決なくして，単調労働の問題は今後と

も根の深い社会問題とえfるであろう 又，情報化時代へ

の移行は反面，人間の精神的革命への移行でもあるわけ

であり，旧態以前とした考え方では企業経営を乗切るこ

とは，きわめて困難となり，企業は多角的に生産効率化

への解明を推進して行くことが重要で、ある.ここで，今

度，企業における従業員とはどうあるべきか.考える

必要がある.

又，企業の生産効率化の道が作業者を受身の人間，機

械人間としてではなく，一人の人間として，直接的に企

業に結び、つけてこそ，はじめて単調労働の問題も解決す

るものと考える.本研究も今後，単調労働lこ於ける問題

点の解明を短期間の調査でなく，長期的に究明したいと

思っている.

終りに本研究lこ対して，研究の場を提供して，頂いて

いる日東工業株式会社と日頃御援助をいただいている丹

村郁郎氏に深く感謝申上げる.
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